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土岐川・庄内川流域治水協議会

土岐川・庄内川流域治水協議会は持続可能な開発目標（SDGｓ）を支援しています。



土岐川・庄内川流域治水協議会は持続可能な開発目標（SDGｓ）を支援しています。

○ 土岐川・庄内川での流域治水を広く周知・PRするため、流域治水の自由研究を募集しました。（令和4年7月～9月）

○ 募集したところ、4名の方からご応募いただきました。

 目的
土岐川・庄内川での流域治水を広く周知・PRするた

め、土岐川・庄内川流域治水の自由研究を募集します。
自由研究をとおして、若い世代が土岐川・庄内川での流
域治水について考え、流域治水への理解・親しみをもっ
ていただくことを目指しています。

 応募期限

令和４年9月30日（金） 必着

 応募資格
小・中学生の個人またはグループ

 応募規程
• 土岐川・庄内川の流域に関する内容であること。

• 規格及び用紙などは特に限定しません。

• 写真の添付やイラスト挿入は自由です。

• 破損しやすいものや危険物などは応募できません。

• 作品の本文、写真、図表等は、他の著作権その他の
権利を侵害しないようご注意ください。

• 応募点数は一人（一グループ）１点とします。

• 応募作品は自作（他の作品を模したものでない）
かつ未発表作品に限ります。

• 他のコンクールと同時に応募は可能です。

• 応募に必要な費用は、応募者自身の負担とします。

• 応募作品は令和５年２月頃を目途に参加賞とともに
順次返却します。

• 応募された作品は、庄内川河川事務所WEBサイトへ
の掲載や公共施設にて展示させていただくことを予
定しています。

 応募方法
• (1)作品タイトル、(2)学校名、(3)学年、(4)名前を
作品に記入し、応募様式を添付の上、庄内川河川事
務所に直接持参するか郵送してください。

※応募様式は庄内川河川事務所WEBサイトでダウンロードしていた
だくか、庄内川河川事務所へお問い合わせください。

 審査・発表
• 応募作品は協議会にて厳正に審査を行い、優秀な作
品は「部門賞」として表彰します。

• 最優秀賞を受賞された方には、「賞状＋副賞（一日
庄内川河川事務所長体験）」を授与します。

• 参加者全員に、参加賞として、調査員任命証等をお
送りします。

• 入賞者については、令和４年11月頃に開催予定の
流域治水協議会にて発表いただき、表彰する予定で
す。

 賞及び表彰
最優秀賞 １点 賞状＋副賞（一日事務所長体験）

部門賞 数点 賞状

参加賞 全員 調査員任命証等

☆ 詳細情報（募集要領、応募様式等）
や流域治水については、庄内川河川

事務所WEBサイトを参照ください。

流域治水って？

 流域治水とは河川の仕事をしている人たちだけではなく、流域のみんなで一緒に水害を減らすよう
に取り組もうという考え方です。

 土岐川・庄内川の流域では国、県、流域の市町や民間企業等から構成される流域治水協議会を全国
に先駆けて設立し、流域のあらゆる関係者が協働して水災害対策に取り組む体制を構築しました。
現在は44機関もの関係者が参画しています。

森林によって雨水
が川に流れ込む水
の量を減らすよ

川を掘ったり、
堤防を高くした
りして、川の水
があふれないよ
うにするよ

雨水を地下にため
ることで、水害を
防ぐよ

公園や校庭に一時
的に水をためるよ

田んぼがもとも
と持っている水
をためる機能を
利用して洪水を
防ぐよ

水害が起こりそう
なところから引越
しを考えるよ

普段は農業に
使っている水を、
大雨が降る前に
流して、多くの
水をためられる
ようにするよ

大雨の時、川を流
れる水の量を調節
するよ

ポイント①

ポイント②
ポイント①：小・中学生にもわかりやすい表現

ポイント②：各賞の副賞として、

「一日庄内川事務所長体験」

ポイント③：多治見市、名古屋市の校長会に説明

各校の児童にチラシを配布

ポイント④：自由研究の一助となる

現場や施設の公表

＜募集に関する工夫点＞
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受賞作品

土岐川・庄内川流域治水の自由研究の
募集結果について



土岐川・庄内川流域治水協議会は持続可能な開発目標（SDGｓ）を支援しています。

○ すばらしい研究成果の中から、最優秀賞、各部門賞を決定し令和4年12月26日（月）に表彰式を開催しました。

○ 表彰式終了後には、受賞者の皆さんが「一日庄内川河川事務所長」に就任し、電子決裁、河川パトロールカーによる管内巡視、

ドローン操作、照明車操作等の業務体験を行っていただきました。

受賞者の皆さんと記念撮影

まずはお互いの名刺交換 事務所長室で電子決裁を体験 パトロールカーで河川巡視に出発！

小田井水門に到着、状況を確認 コントロール室で実際に水門を操作 みずとぴぁに移動し照明車を操作

続いてドローン操作にも挑戦！ 事務所から遠隔操作で水門を操作 事務所長から皆さんに修了証を授与

表彰式 一日事務所長体験

≪土岐川・庄内川流域治水自由研究受賞者一覧≫

☆最優秀賞 「笠原川МＡＰ～ガサガサ探検～」

・多治見市立脇之島小学校 4年 青木 すみれ さん

青木さんの受賞コメント

『 もともと川の生き物が好きだったので、自由研究をとおして

もっと好きになりました。受賞できてとてもうれしいです。』

☆部門賞

笠原川の生き物博士で賞 「笠原川МＡＰ～ガサガサ探検～」

・多治見市立脇之島小学校 4年 青木 すみれ さん

庄内川ものしり賞 「庄内川について」

・名古屋市立金城小学校 4年 松尾 泰志 さん

ダムマスターで賞 「ダムの研究」

・瑞浪市立明世小学校 4年 近藤 敬牙 さん

八田川・地蔵川博士で賞 「発見！川のひみつ」

・名古屋市立味鋺小学校 5年 伊藤 奈桜 さん

庄内川河川事務所 庄内川河川事務所 庄内川河川事務所

小田井水門（庄内緑地） 小田井水門コントロール室 みずとぴぁ庄内

みずとぴぁ庄内 庄内川河川事務所

土岐川・庄内川流域治水の自由研究の
表彰式・一日事務所長体験について
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